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日中はまだ暑い日もありますが、ようやく朝夕に心地よい風が吹き秋の訪れを感じ

させるようになってきました。

子どもたちは10月6日(土)の運動会に向けて、元気に練習に取り組んでいます。当

日は子どもたち一人一人の心身の成長を喜び合いながら楽しく開催できればと思いま

す。運動会では、あきらめない姿や挑戦しようとする姿、困った姿や悔しい姿など、

いろいろな子どもたちの姿が見られると思います。

当日はたくさんの声援と拍手が子どもたちの心と体のパワ

ーとなりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

平成３１年度入園説明会・体験入園会！

１０月２４日（水）に平成３１年度の新入園児入園説明会並びに体験入園会を実

施します。お子様の入園をお考えの保護者の皆様は、是非親子でご出席ください。

なお、１１月１日（木）から園児募集を開始します。ご近所やお知り合いに入園

をお考えの方がおられたら説明会の開催をお知らせいただくとともに、園にもご紹

介いただきますようお願いいたします。

ひよこ組を担任します。よろしくお願いします！

10月1日より、ひよこ組が2人のお友達が加わり4人となります。そこで、保育教

諭の黒岩由依先生に10月1日からひよこ組の担任をして頂きます。どうぞよろしく

お願いいたします。

「協同性」とは！(幼児期の終わりまでに)育ってほしい姿）

「友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、

考えたり、工夫したり、協力したり、充実感をもってやり遂げるようになる」姿です。

(例)

・いろいろな友達と関わり、友達の異なる思いや考えなどに気付

いたり、自己の存在感を感じたりしながら行動するようになる。

・相手にわかるように伝えたり、相手の気持ちを理解して自分の

思いの表し方を考えたり、我慢したり、気持ちを切り替えたりな

どしながら、わかり合えるようになる。

・友達との関わりを通して、互いのよさが分かり、それに応じた関わりを通して、学

級全体などで楽しみながら一緒に遊びを進めていくようになる。

・学級皆で共通の目的や願いをもって、話し合ったり、皆の考えをまとめたり、役割

分担などをしたりして、実現に向けて工夫したり、協力したりする楽しさや充実感を

味わいながらやり遂げるようになる。

遊びの中で友達と言葉のやりとりをすることで、イメージを共有し、「一緒に○○

をしよう」などといった共通の目的を持つことができます。友達とやりとりをしてい

くと、自分と違う考え方に出会うこともありますが、異なる考え方を擦り合わせ、話

し合いをしながら選択・決定をすることも大切な経験となります。


